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総合評価

テキスト 例題でわかる工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）でわかる工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）

参考書

関連科目

物理で講義される熱関連分野について理解しておくこと．で講義される熱関連分野について理解しておくこと．される工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）熱関連分野について理解しておくこと．理で講義される熱関連分野について理解しておくこと．解しておくこと．して理解しておくこと．おくこと．

神戸市立工業高等専門学校 2026年度シラバスシラバス

熱力学Ⅱ (Thermodynamics II)

機械工学科・4年E組・後期・必修・1単位【講義される熱関連分野について理解しておくこと．】 ( 学修単位I )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

機械系技術者の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱として理解しておくこと．実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱熱機関と熱力学の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱を学習し，演習を通じて各種熱学習し，演習を通じて各種熱し，演習し，演習を通じて各種熱を学習し，演習を通じて各種熱通じて各種熱じて理解しておくこと．各種熱
機関の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱エネルギー変換について理解を深め，知識を活用する能力を高める．変換について理解を深め，知識を活用する能力を高める．について理解しておくこと．理で講義される熱関連分野について理解しておくこと．解しておくこと．を学習し，演習を通じて各種熱深め，知識を活用する能力を高める．め，知識を活用する能力を高める．を学習し，演習を通じて各種熱活用する能力を高める．する工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）能力を学習し，演習を通じて各種熱高める工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．

【A4-M2】蒸気の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱状態変化における仕事・熱量などを求める事ができる．における工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）仕事・熱量などを求める事ができる．などを学習し，演習を通じて各種熱求める事ができる．める工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）事ができる工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．
蒸気の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱状態変化における仕事・熱量などを求める事ができる．における工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）仕事・熱量などを求める事ができる．に関する工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）理で講義される熱関連分野について理解しておくこと．解しておくこと．度シラバスを学習し，演習を通じて各種熱，レポー変換について理解を深め，知識を活用する能力を高める．ト及び後期定及び後期定び熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱後期定
期試験で評価する．で評価する．する工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．

【A4-M2】蒸気サイクルについて理解しておくこと．理で講義される熱関連分野について理解しておくこと．解しておくこと．し，熱効率・仕事・熱量などを求める事ができる．・状態量などを求める事ができる．など
を学習し，演習を通じて各種熱求める事ができる．める工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）事ができる工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．

蒸気サイクルについて理解しておくこと．理で講義される熱関連分野について理解しておくこと．解しておくこと．し，熱効率・仕事・熱量などを求める事ができる．・状態量などを求める事ができる．などの基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱理で講義される熱関連分野について理解しておくこと．解しておくこと．度シラバスを学習し，演習を通じて各種熱，レ
ポー変換について理解を深め，知識を活用する能力を高める．ト及び後期定及び後期定び熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱後期定期試験で評価する．で評価する．する工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．

【A4-M2】ガスサイクル，ガスター変換について理解を深め，知識を活用する能力を高める．ビンについて理解し，熱効率・仕事・熱量について理解しておくこと．理で講義される熱関連分野について理解しておくこと．解しておくこと．し，熱効率・仕事・熱量などを求める事ができる．
・状態量などを求める事ができる．などを学習し，演習を通じて各種熱求める事ができる．める工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）事ができる工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．

ガスサイクル，ガスター変換について理解を深め，知識を活用する能力を高める．ビンについて理解し，熱効率・仕事・熱量について理解しておくこと．理で講義される熱関連分野について理解しておくこと．解しておくこと．し，熱効率・仕事・熱量などを求める事ができる．・状態量などを求める事ができる．など
の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱理で講義される熱関連分野について理解しておくこと．解しておくこと．度シラバスを学習し，演習を通じて各種熱，レポー変換について理解を深め，知識を活用する能力を高める．ト及び後期定及び後期定び熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱後期定期試験で評価する．で評価する．する工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．

【A4-M2】熱力学の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱について理解しておくこと．理で講義される熱関連分野について理解しておくこと．解しておくこと．し，マクスウェルの基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱関係式を学習し，演習を通じて各種熱な
どの基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱状態量などを求める事ができる．における工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）微分関係式を学習し，演習を通じて各種熱を学習し，演習を通じて各種熱求める事ができる．める工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）ことができる工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．

熱力学の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱マクスウェルの基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱関係式を学習し，演習を通じて各種熱などの基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱状態量などを求める事ができる．における工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）微
分関係式を学習し，演習を通じて各種熱の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱理で講義される熱関連分野について理解しておくこと．解しておくこと．度シラバス，レポー変換について理解を深め，知識を活用する能力を高める．ト及び後期定および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱後期定期試験で評価する．で評価する．する工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．

成績は，試験は，試験で評価する．80%　レポー変換について理解を深め，知識を活用する能力を高める．ト及び後期定10%　小テストテスト及び後期定10%　として理解しておくこと．評価する．する工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．100点満点で60点以上を合格とする．なお，試験成績を学習し，演習を通じて各種熱合格とする．なお，試験成績とする工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．なお，試験で評価する．成績は，試験
は中間試験で評価する．と定期試験で評価する．の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱平均点とする工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．

［新板］熱力学，高城敏美編（大阪大学出版会）
JSMEテキスト及び後期定シリー変換について理解を深め，知識を活用する能力を高める．ズ　熱力学（日本機械学会）

物理で講義される熱関連分野について理解しておくこと．（2年），熱力学I（4年）

履修上のの評価方法と基準
注意事項



授業の計画（熱力学Ⅱ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 熱力学の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱基礎復習し，演習を通じて各種熱

2 オット及び後期定ー変換について理解を深め，知識を活用する能力を高める．サイクルなどピスト及び後期定ンについて理解し，熱効率・仕事・熱量エンについて理解し，熱効率・仕事・熱量ジンについて理解し，熱効率・仕事・熱量の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱基本サイクルについて理解しておくこと．学習し，演習を通じて各種熱する工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．

3 ディー変換について理解を深め，知識を活用する能力を高める．ゼルサイクル等について理解しておくこと．学習し，演習を通じて各種熱する工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．

4 ブレイト及び後期定ンについて理解し，熱効率・仕事・熱量サイクルについて理解しておくこと．学習し，演習を通じて各種熱する工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．

5 その基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱他基本サイクルについて理解しておくこと．学習し，演習を通じて各種熱する工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．

6 蒸気の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱基本的性質を学習し，水の状態変化および蒸気表について学習する．を学習し，演習を通じて各種熱学習し，演習を通じて各種熱し，水の状態変化および蒸気表について学習する．の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱状態変化における仕事・熱量などを求める事ができる．および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱蒸気表について学習する．について理解しておくこと．学習し，演習を通じて各種熱する工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．

7 演習し，演習を通じて各種熱，演習し，演習を通じて各種熱問題でわかる工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱解しておくこと．答・解しておくこと．説

8 前期中間試験で評価する． 実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱蒸気サイクルの基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱理で講義される熱関連分野について理解しておくこと．解しておくこと．度シラバスを学習し，演習を通じて各種熱評価する．する工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．

9 前期中間試験で評価する．解しておくこと．答・解しておくこと．説，実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱，蒸気サイクルの基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱まとめ 前期中間試験で評価する．について理解しておくこと．解しておくこと．答・解しておくこと．説し，実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱，蒸気サイクルの基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱理で講義される熱関連分野について理解しておくこと．解しておくこと．を学習し，演習を通じて各種熱深め，知識を活用する能力を高める．める工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．

10 蒸気の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱熱力学的状態量などを求める事ができる．につて理解しておくこと．学習し，演習を通じて各種熱する工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．

11 蒸気サイクルの基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱基本である工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）ランについて理解し，熱効率・仕事・熱量キンについて理解し，熱効率・仕事・熱量サイクルについて理解しておくこと．学習し，演習を通じて各種熱する工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．

12 再熱サイクル・再生サイクルのランキンサイクルについて学習する．サイクルの基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱ランについて理解し，熱効率・仕事・熱量キンについて理解し，熱効率・仕事・熱量サイクルについて理解しておくこと．学習し，演習を通じて各種熱する工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．

13 複合サイクルなど種々のランキンサイクルについて学習するの基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱ランについて理解し，熱効率・仕事・熱量キンについて理解し，熱効率・仕事・熱量サイクルについて理解しておくこと．学習し，演習を通じて各種熱する工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）

14 熱力学の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱 熱力学の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱数学的基礎事項および一般関係式，マクスウェルの関係式および比熱の一般関係式について学習する．および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱，マクスウェルの基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱関係式を学習し，演習を通じて各種熱および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱比熱の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱について理解しておくこと．学習し，演習を通じて各種熱する工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．

15 演習し，演習を通じて各種熱および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱演習し，演習を通じて各種熱問題でわかる工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱解しておくこと．答・解しておくこと．説，後期授業範囲のまとめの基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱まとめ
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熱力学Iで学習し，演習を通じて各種熱した熱力学第一法則，第二法則，理想気体の状態変化，有効エネルギーについて復習する．熱力学第一法則，第二法則，理で講義される熱関連分野について理解しておくこと．想気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱状態変化における仕事・熱量などを求める事ができる．，有効エネルギー変換について理解を深め，知識を活用する能力を高める．について理解しておくこと．復習し，演習を通じて各種熱する工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．

ガスサイクル(1)

ガスサイクル(2)

ガスサイクル(3)

ガスサイクル(4)

実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱(1)

上を合格とする．なお，試験成績記1-6回までの演習を行う．演習問題の解答・解説を通して，熱の伝わり方・熱力学第一法則の理解を深める．までの基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱演習し，演習を通じて各種熱を学習し，演習を通じて各種熱行う．演習問題の解答・解説を通して，熱の伝わり方・熱力学第一法則の理解を深める．う．演習し，演習を通じて各種熱問題でわかる工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱解しておくこと．答・解しておくこと．説を学習し，演習を通じて各種熱通じて各種熱して理解しておくこと．，熱の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱伝わり方・熱力学第一法則の理解を深める．わり方・熱力学第一法則の理解を深める．方・熱力学第一法則の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱理で講義される熱関連分野について理解しておくこと．解しておくこと．を学習し，演習を通じて各種熱深め，知識を活用する能力を高める．める工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．

実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱（蒸気）(2)

蒸気サイクル(1)

蒸気サイクル(2)

蒸気サイクル(3)

上を合格とする．なお，試験成績記10-14回までの演習を行う．演習問題の解答・解説を通して，熱の伝わり方・熱力学第一法則の理解を深める．までの基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱演習し，演習を通じて各種熱を学習し，演習を通じて各種熱行う．演習問題の解答・解説を通して，熱の伝わり方・熱力学第一法則の理解を深める．う．演習し，演習を通じて各種熱問題でわかる工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）の基礎科目として実在気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱解しておくこと．答・解しておくこと．説を学習し，演習を通じて各種熱通じて各種熱して理解しておくこと．，理で講義される熱関連分野について理解しておくこと．想気体の熱力学および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱について理解しておくこと．理で講義される熱関連分野について理解しておくこと．解しておくこと．を学習し，演習を通じて各種熱深め，知識を活用する能力を高める．める工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．

備など）
考

後期中間試験で評価する．および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱後期定期試験で評価する．を学習し，演習を通じて各種熱実施する．する工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．
中間試験で評価する．および熱機関と熱力学の一般関係式を学習し，演習を通じて各種熱定期試験で評価する．を学習し，演習を通じて各種熱実施する．する工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．状況に応じて再試験を実施する場合がある．に応じて再試験を実施する場合がある．じて理解しておくこと．再試験で評価する．を学習し，演習を通じて各種熱実施する．する工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）場合がある工業熱力学，平田哲夫・田中誠・熊野寛之共著（森北出版）．
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